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ほくとっ子ゆうゆうプラザ
久喜北小

新型コロナウイルス感染症の収束が見られないことから、感染予防で「３密」など
の制約を考慮し、直接人同士が関わる屋内での月曜講座等の活動は昨年同様に全て中
止することにいたしました。
今年度は「昨年と同じ野外活動の２講座」と「新たにロボットを作り（５年生
以上）」を加えた３講座で開講いたしました。
野外活動の２講座は「本町っ子（本町小）」と共同開催するなど、新たな取組で、
今までにない企画も取り入れて、今後に役立ていきたいと、チャレンジもいたしまし
た。
一日も早いコロナ収束を祈りつつ、今後も従来通り、子供たちと共に、元気な声が
飛び交う温かい楽しい講座が実施できますように、皆様のお力添えを頂き、努力して
まいりましので、よろしくお願い申し上げます。

新しいチャレンジを 実施委員長 内田善朗

ほくとっ子ゆうゆうプラザとともに 久喜北小学校校長 柳田薫

今年度もコロナ禍の中での「ほくとっ子ゆうゆうプラザ」の実施にあたり、多くの
ご配慮をいただきました。古久喜公園ビオトープ自然観察は実施できず残念でしたが、
ペットボトルロケット、手作りロボット講座は予定通りできました。ペットボトルロ
ケットは初めて本町小さんとの合同開催で青空の下、元気よく飛ばすことができ、ロ
ボット作りについても丁寧にご指導くださいました。関係者の皆様には、子供たちの
やる気と思いをいつも大切にしていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。今後とも
久喜北小の子供たちのために、御支援ご協力を賜りますよう、お願いいたします。



■活動紹介⇒3講座を計画しましたが、古久喜公園探検は悪天候で中止となりました

■コロナへの対応⇒YouTubeを活用して講座の紹介を行いました



■活動の写真

はんだ付けも
慎重に！

どこまで
飛ぶかな！？

細かい部品を
順番に

組み立てます！

水と空気の
バランスが
大事！



■効果の検証

▶今年は初の試みとして、本町小との合同講座を実施しました。子どもたちはもちろ
んのこと、実施委員をはじめ、大人たちも交流を深めることが出来ました。ともす
れば、メンバーが固定されがちな活動において、近隣のゆうゆうプラザと交流する
ことで、視野を広げることが出来たと思います。参加した児童からも「違う学校の
友達と交流できてよかった」等の声も聞かれました。

▶また、コロナ禍で行事が制限される中、子どもたちの「遊びの機会」を提供出来た
意義も大きかったと思います。来年度以降もどのような状況になるか分かりません
が、子どもたちの笑顔が広がるように、出来る活動を模索していきます

▶ロボット講座においては、子どもたちとサポーターである大人たちがコミュニケー
ションを取りながら製作を進めていきました。親でも先生でもない「地域の大人」
と子どもたちが関わりを持つことが、ゆうゆうプラザの意義の一つです。子どもは
「分からないことを質問する」「今、困っている状況を説明する」など、言語化能
力が刺激されたように思います。

①友達の輪が広がりました

②コロナ禍でも遊びの機会を提供できました

③異世代の「地域の大人と子供」が交流を深めました

④来年度への改善

▶屋外の活動である古久喜公園講座は悪天候のため、実施することが出来ませんでし
た。雨の少ない時期に日程を設定する等の工夫が必要だったと思います。少しでも
子どもたちに遊びの機会を提供できるように、季節的要因や過年度の反省を踏まえ
て、改善していきます。

■申込みや準備の様子


